
　資料１　p.5関連　　可燃ごみ減量に向けた減量施策（４本の柱）

令和元年度可燃ごみ実績から１，２００ｔ減量

減量目標：５５５ｔ 減量目標：４７６ｔ減量目標：１６９ｔ

家庭の可燃ごみの約１６％を占め

る「資源物」を分別の徹底により削

減します。

・紙箱類として出せる品目の追加及び

出し方の簡素化の周知

・シュレッダーごみの資源化

・資源物回収拠点（ストックハウス）

拡充

家庭の可燃ごみの約２２％を

占める「草類（雑草・草花・落

ち葉）」の資源化を進めます。

平成３１年４月から市内全域への

拡大と同時に、これまで不燃物の

日に収集していた剪定枝を草類

と合わせて出せるよう見直しを行

い、市民の利便性の向上と収集

業務の効率化を図ります。

平成２９年度実績から

５％に当たる４２０ｔの

減量を目標とします。

・多量排出事業者への立

入り検査

・多量排出事業者の厨芥

類の資源化率の向上

・はだのクリーンセンター

における展開検査の強化

家庭の可燃ごみの約

３０％を占める生ごみを「水

切りの徹底」の呼びかけを中

心に削減します。

・生ごみ持ち寄り農園事業

・生ごみ処理機購入費補助制

度の拡充（補助率1/2上限4万

円→3/4上限5万円）

・啓発パネルの更新

・生ごみ処理機の展示

目標：はだのクリーンセンター１施設体制への移行

草類の分別収集 分別の徹底 生ごみ 事業系ごみ

秦野市人口ビ

ジョンの人口推

計をもとに、

原単位

（1人1日当たり

５３６ｇのごみ

排出量）を乗じ

て算出。

人口減少
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